
昨年同様、今年度も６月にプール学習前研修として、心肺蘇生法研修と緊急時対応シミュレーショ
ンを実施しました。この研修は、児童生徒の水の事故に誰もが迅速に対応できるようにするための研
修です。今年度は、糸島市消防署の隊員の方々に、ＡＥＤの使用方法と心肺蘇生法について講習し
ていただきました。本校職員からの事前質問にも丁寧にお答えいただき、身になる研修となりました。
また、糸島市消防署の方々から教えていただいたことを実際にプールで緊急時対応シミュレーション
を行い、『チームで子どもたちを守る』ことを全職員で再確認しました。

緊急ボタンで職員室へ連絡
応援を呼ぶ！

児童生徒を引き上げる
安全なプールサイドへ

胸骨圧迫
複数人で交代しながら

AED装着

しっかり体の水気を拭
きとること
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授業中や給食中など様々な場面での事故や発作等による緊急時に備え、各学部や各グループで
緊急時対応シミュレーションを実施しました。本校では、緊急時に誰もが落ち着いて対応できるよう、
緊急時対応マニュアルを作成しています。実施した緊急時対応シミュレーションでは、実際を想定し
て緊急時対応マニュアルに沿って動き、反省点や課題を出し合ったり、良かった点を共有したりして
確認を行いました。参加した職員からは、『まずは大きな声で助けを呼ぶことが大事！』、『子どもの
状況を現場にいるメンバーとしっかり共有するようにしよう！』などの実際にシミュレーションしてみて
気付いた意見がたくさん挙がりました。また、『救急隊を誘導する経路はどうするか』、『役割分担を分
かりやすくできないか』など様々な課題点が挙がりました。今年度の課題点を見直し、誰もが落ち着
いて対応できるよう今後も緊急時対応シミュレーションを実施していきたいと思います。

緊急時対応シミュレーション
実施前に、それぞれの役割
を確認

管理職・担任・養護教諭・看護職員・学部主
事等で情報を共有し、対応を確認

児童生徒の対応、記録、AEDの準備、保護者連絡、
他児童生徒の安全確保、救急要請などの役割分担
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